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ベ
ト
ナ
ム
経
済
は
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
つ
て
の

勢
い
を
失
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
ド
イ
モ
イ
に
つ

い
て
も
語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
南
部
の

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
や
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
を
見
る
か
ぎ
り
、

経
済
は
活
況
を
呈
し
、
市
場
経
済
化
の
波
は
勢
い
を
増

し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
経
済
の
成
長
も
ド
イ
モ
イ
も
南

部
経
済
の
発
展
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
以
下
は
現
地
に
み
る
南
部
経
済
の
発
展
と
市
場

経
済
化
の
現
状
で
あ
る
。

う
。
ベ
ト
ナ
ム
経
済
は
一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
七
年

ま
で
六
年
間
連
続
し
て
八
％
か
ら
九
％
の
成
長
を
遂
げ

た
。
こ
の
間
の
工
業
成
長
率
は
十
三
％
か
ら
十
四
％
の

水
準
で
あ
っ
た
。
工
業
・
建
設
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割

合
は
一
九
九
〇
年
の
二
二
・
七
％
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に

は
三
六
・
六
％
に
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
な
工
業
の
成

長
に
は
外
国
か
ら
の
直
接
投
資
が
大
き
な
役
割
を
果
し

た
、
ド
イ
モ
イ
の
一
環
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
は
一
九
八
八

年
外
国
投
資
法
を
公
布
し
、
外
国
企
業
の
力
を
借
り
て

工
業
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
外
国
投
資
法
の

改
正
お
よ
び
輸
出
加
工
区
の
設
置
の
結
果
、
ベ
ト
ナ
ム

へ
の
外
国
直
接
投
資
は
急
速
に
増
加
し
て
行
っ
た
。
一

九
九
〇
年
に
八
億
三
九
〇
〇
万
ド
ル
で
し
か
な
か
っ
た

外
国
投
資
は
一
九
九
二
年
二
一
億
六
五
〇
〇
万
ド
ル
と

初
め
て
二
〇
億
ド
ル
を
超
え
、
一
九
九
六
年
に
は
ピ
ー

ク
の
八
四
億
九
七
〇
〇
万
ド
ル
を
記
録
し
た
。
ア
ジ
ア

経
済
危
機
で
一
九
九
九
年
に
一
五
億
六
八
〇
〇
万
ド
ル

に
落
ち
込
ん
で
か
ら
そ
の
後
の
回
復
の
足
取
り
は
鈍

い
。
し
か
し
一
九
八
八
年
の
外
国
投
資
法
の
公
布
以
来

二
〇
〇
〇
年
末
ま
で
、
件
数
三
一
七
〇
件
、
認
可
額
三

九
一
億
ド
ル
の
外
国
直
接
投
資
が
行
わ
れ
た
。
一
九
九

五
年
に
外
資
系
部
門
の
生
産
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
六
・
三
〇
％

を
占
め
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
の
そ
れ
は
一
三
・
二

五
％
で
あ
っ
た
。
工
業
総
生
産
で
は
外
資
系
部
門
は
一
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先
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ベ
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体
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現
況
を
確
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し
て
お
こ
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中
国
の
台
頭
と
世
界
経
済
の
減
速

九
九
五
年
に
二
五
・
一
％
を
占
め
た
が
、
二
〇
〇
〇
年

に
は
三
五
・
五
％
に
そ
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
た
。
一
九

九
五
年
に
外
資
系
部
門
は
二
〇
万
の
労
働
者
を
直
接
雇

用
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
三
四
万
人
を
雇
用

し
て
い
る
。
世
界
銀
行
は
間
接
雇
用
者
を
一
〇
〇
万
と

推
計
し
て
い
る
。
一
九
九
五
年
の
輸
出
額
の
八
・
一
％

が
外
資
系
企
業
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇

年
に
は
二
三
・
二
％
に
拡
大
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の

投
資
額
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
三
〇
％
前
後
を
占
め
て
い
る
が
、

ピ
ー
ク
時
に
は
総
投
資
額
の
三
〇
％
が
外
国
投
資
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
高
度
成
長
を
支
え
る

柱
の
一
つ
が
外
国
投
資
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。

　
も
う
一
つ
の
柱
は
ド
イ
モ
イ
で
復
活
し
た
家
族
経
営

に
よ
る
農
業
生
産
の
増
加
で
あ
る
。
一
九
八
八
年
の
政

治
局
第
一
〇
号
決
議
に
よ
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
の
農
民
は
土

地
の
使
用
権
と
経
営
自
主
権
を
獲
得
し
た
。
殆
ん
ど
強

制
的
に
集
団
化
の
道
を
歩
ま
さ
れ
て
い
た
南
部
の
農
民

は
そ
の
桎
梏
か
ら
解
放
さ
れ
て
生
産
に
励
ん
だ
。
先
ず

米
の
作
付
面
積
が
増
加
し
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
収

量
が
上
昇
し
た
。
籾
生
産
高
は
一
九
九
二
年
の
二
一
六

〇
万
ト
ン
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
は
三
二
六
〇
万
ト
ン
へ

と
一
一
〇
〇
万
ト
ン
も
増
加
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
ま

で
穀
物
輸
入
国
で
あ
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
は
一
九
九
〇
年

代
、
世
界
第
三
位
の
コ
メ
輸
出
国
と
な
っ
た
。
一
九
九

九
年
の
米
輸
出
量
は
四
五
〇
万
ト
ン
、
金
額
に
す
る
と

一
〇
八
〇
百
万
ド
ル
で
あ
る
。
米
の
生
産
増
加
を
主
要

因
と
し
て
、
一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
七
年
ま
で
農
業

は
年
平
均
六
・
五
％
近
い
高
成
長
を
遂
げ
た
。
米
を
中

心
と
す
る
農
産
物
の
輸
出
額
は
一
九
九
五
年
で
全
輸
出

額
の
三
二
％
を
占
め
て
い
た
が
一
九
九
九
年
で
林
産
物

も
含
め
て
二
四
・
三
％
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
米
生

産
の
急
速
な
成
長
は
他
方
で
農
業
の
多
角
化
を
生
ん

だ
。
果
樹
や
野
菜
、
工
業
用
作
物
さ
ら
に
は
水
産
業
の

発
展
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
た
め
、
農
林
産
物
と
水
産

品
が
全
輸
出
に
占
め
る
割
合
は
合
計
す
る
と
二
〇
〇
〇

年
で
も
三
〇
％
を
超
え
て
い
る
。
農
業
は
依
然
と
し
て

ベ
ト
ナ
ム
経
済
成
長
の
柱
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
〇
年
か
ら
の
ベ
ト
ナ
ム
経
済
の
成
長
率
は
六

％
か
ら
七
％
の
間
を
上
下
し
て
い
る
。
七
％
か
ら
八
％

の
成
長
を
維
持
し
て
い
る
中
国
と
比
べ
る
と
や
や
遜
色

が
あ
る
が
、
他
の
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
良
く
て
四
％
に
比

べ
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
は
優
等
生
の
部
類
に
属
す
る
。
し

か
し
遅
れ
て
工
業
化
の
道
を
歩
み
始
め
た
ベ
ト
ナ
ム
は

先
発
ア
セ
ア
ン
諸
国
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
成
長
率
に
甘
ん

じ
て
い
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
七
％
以
上
の
成
長
を
必

要
と
し
て
い
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
経
済
が
か
つ
て
の
七
％
以
上
の
成
長
を
回

復
で
き
な
い
原
因
と
し
て
次
の
二
つ
を
指
摘
で
き
る
だ

ろ
う
。
一
つ
は
工
業
の
成
長
率
が
一
〇
％
を
切
っ
て
二

〇
〇
二
年
に
は
八
・
八
％
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
で
あ

る
。
工
業
成
長
率
の
低
下
は
外
国
直
接
投
資
が
仲
々
か

つ
て
の
水
準
を
回
復
し
て
い
な
い
こ
と
に
因
る
。
二
〇

〇
〇
年
に
一
九
億
八
九
二
〇
万
ド
ル
、
二
〇
〇
一
年
に

二
二
億
九
三
八
〇
万
ド
ル
と
低
迷
し
、
二
〇
〇
二
年
は

一
―
十
一
月
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
四
七
％
の
一
一
・
七

億
ド
ル
に
減
少
し
た
。
こ
れ
は
中
国
へ
投
資
が
集
中
し

た
た
め
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
が
外
資
を
め
ぐ
っ
て
圧
倒

的
に
大
き
い
国
内
市
場
を
持
つ
中
国
と
競
争
す
る
た
め

に
は
余
程
魅
力
あ
る
投
資
環
境
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
国
営
企
業
の
民
営
化
な
ど
ド
イ
モ
イ
の
一
層

の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

　
他
の
一
つ
は
世
界
経
済
、
特
に
日
・
米
・
欧
の
先
進

国
経
済
の
減
速
で
あ
る
。
こ
の
た
め
輸
出
の
伸
び
率
が

か
つ
て
の
二
〇
％
か
ら
一
〇
％
以
下
に
落
ち
込
ん
で
来

て
い
る
。
お
そ
ら
く
二
〇
〇
二
年
の
貿
易
収
支
は
さ
ら

に
赤
字
が
拡
大
し
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
一
次
産
品
価

格
の
低
迷
で
米
や
コ
ー
ヒ
ー
の
輸
出
量
が
減
少
し
て

い
る
。

　
二
〇
〇
一
年
四
月
に
誕
生
し
た
ノ
ン
・
デ
ュ
ク
・
マ

イ
ン
指
導
部
は
外
資
を
引
き
寄
せ
う
る
よ
う
投
資
環
境

を
整
備
す
る
と
と
も
に
国
営
企
業
の
改
革
や
国
内
民
間

企
業
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
七
％
台
の
成
長

を
維
持
し
て
行
く
こ
と
は
難
し
い
。
以
上
は
外
部
か
ら

の
見
方
で
あ
る
と
と
も
に
首
都
ハ
ノ
イ
で
専
門
家
と
会

い
、
全
国
レ
ベ
ル
の
数
字
を
検
討
し
た
印
象
で
あ
る

が
、
南
部
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
や
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
の
活

気
に
触
れ
る
と
ベ
ト
ナ
ム
経
済
の
前
途
は
明
る
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
気
に
な
る
の
で
あ
る
。

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
か
ら
カ
ン
ト
ー
ヘ

　
三
月
半
ば
を
過
ぎ
た
と
言
う
の
に
未
だ
寒
い
成
田
を

飛
び
立
っ
て
、
乾
期
の
真
盛
り
で
暑
い
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

に
降
り
立
つ
、
市
中
の
喧
騒
は
相
変
ら
ず
だ
。
卒
業
旅

行
中
の
日
本
人
女
学
生
の
姿
が
目
立
つ
。
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
の
中
心
部
は
年
々
小
綺
麗
に
な
っ
て
い
る
。
観
光
客

も
そ
れ
程
減
っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
二
〇
〇

〇
年
の
同
市
の
人
口
は
五
二
二
万
人
で
、
ベ
ト
ナ
ム
で

唯
一
の
巨
大
都
市
で
あ
る
。
第
二
位
で
あ
る
首
都
ハ
ノ

イ
の
人
口
が
二
七
四
万
で
あ
る
か
ら
突
出
し
て
い
る
。

し
か
も
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
は
旧
サ
イ
ゴ
ン
市
で
あ
り
、
早

く
か
ら
市
場
経
済
の
洗
礼
を
受
け
、
社
会
主
義
計
画
経

済
の
影
響
が
最
も
少
な
か
っ
た
都
市
で
自
由
な
雰
囲
気

が
横
溢
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
な
か
で
も
こ
の
巨
大
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市
場
と
自
由
な
空
気
に
魅
せ
ら
れ
て
外
国
企
業
の
進
出

が
最
も
多
い
。
十
一
月
ま
で
の
統
計
で
あ
る
が
二
〇
〇

二
年
の
外
国
直
接
投
資
は
対
前
比
四
七
％
減
の
十
一
億

七
〇
〇
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
二
一
％
、
隣
の
ビ
ン
ズ
オ
ン
省
二
〇
％
、
ド
ン
ナ
イ

省
一
九
％
と
六
〇
％
が
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と
そ
の
周
辺
に

集
中
し
て
い
る
。
首
都
ハ
ノ
イ
は
一
〇
％
を
占
め
る
に

過
ぎ
な
い
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
郊
外
で
は
工
業
区
の
造
成

が
行
わ
れ
、
新
し
く
工
場
が
建
設
中
で
あ
る
。
外
国
直

接
投
資
の
流
入
が
減
少
し
て
い
る
と
は
実
感
で
き
な

い
。

　
翌
日
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
の
中
心
都
市
カ
ン
ト
ー
に
向

う
。
国
道
一
号
線
一
七
〇
キ
ロ
を
四
時
間
か
け
て
走

る
。
ま
だ
フ
ェ
リ
ー
で
渡
る
と
こ
ろ
が
一
箇
所
あ
る
が

ミ
ー
ト
ウ
ァ
ン
の
橋
が
出
来
た
の
で
、
こ
れ
で
も
早
く

な
っ
た
の
だ
。
時
間
が
か
か
る
の
は
道
路
が
旧
植
民
地

時
代
か
ら
の
も
の
で
幅
員
が
狭
く
、
そ
の
上
物
を
運
ぶ

人
や
車
の
往
来
で
混
雑
し
て
ス
ピ
ー
ド
が
だ
せ
な
い
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
運
転
手
は
ス
ピ
ー
ド
を
出
そ
う
と

す
る
の
で
交
通
事
故
が
多
い
。

　
道
の
両
側
に
は
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
が
乾
期
な
の

で
多
く
は
干
い
て
い
る
。
あ
ち
こ
ち
に
水
を
張
っ
た
水

田
が
あ
る
の
は
え
び
の
養
殖
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

目
を
見
張
る
の
は
国
道
に
沿
っ
て
農
家
が
整
然
と
居
を

構
え
て
い
る
こ
と
で
昔
は
道
路
の
両
側
に
一
面
水
田
が

広
が
っ
て
い
た
も
の
だ
。
そ
の
家
は
赤
い
瓦
葺
き
、
煉

瓦
造
り
で
壁
は
白
く
塗
ら
れ
て
い
る
。
殆
ん
ど
が
こ
こ

二
、
三
年
内
に
新
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
軒
先
き

に
は
必
ず
テ
レ
ビ
・
ア
ン
テ
ナ
が
立
っ
て
い
る
。
わ
ず

か
に
目
に
し
た
草
葺
き
の
家
の
軒
先
に
も
テ
レ
ビ
・
ア

ン
テ
ナ
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
農
民
に
と
っ
て
は
先

ず
テ
レ
ビ
、
所
得
が
増
え
る
と
家
と
い
う
順
序
で
あ
ろ

う
。

　
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
の
農
民
の
所
得
水
準
は
何
に
よ
っ

て
上
昇
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
家
屋
敷
を
見
れ

ば
分
か
る
。
道
路
沿
い
に
集
中
し
て
い
る
の
は
農
民
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
問
題
に
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
筆
者
が
見
た
限
り
、
家
が
あ
る
と
右
側
が
ミ

カ
ン
や
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
の
果
樹
園
に
な
っ
て
豚
が
遊
ん

で
お
り
、
左
側
に
池
が
あ
っ
て
あ
ひ
る
と
魚
を
飼
っ
て

い
る
。
裏
側
に
一
寸
し
た
菜
園
み
た
い
な
も
の
が
あ

り
、
そ
の
先
に
広
々
と
し
た
水
田
が
あ
る
。
こ
の
形
式

の
家
屋
敷
が
道
路
に
沿
っ
て
続
く
の
で
あ
る
。
あ
る
農

村
調
査
に
よ
る
と
水
田
面
積
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
池
一
〇

〇
平
方
米
、
豚
七
匹
、
雌
豚
一
匹
を
所
有
し
て
い
る
。

ま
た
あ
る
農
家
は
水
田
一
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
庭
園

〇
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
池
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
豚

二
匹
を
所
有
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
分
る
よ
う
に
メ
コ

ン
・
デ
ル
タ
の
農
民
の
経
営
は
米
作
だ
け
で
は
な
く
多

角
経
営
化
し
て
い
る
。
水
田
の
作
付
方
式
も
二
期
作
お

よ
び
三
期
作
か
ら
二
期
作
＋
え
び
、
米
＋
砂
糖
き
び
、

落
花
生
な
ど
の
作
物
＋
魚
な
ど
と
多
角
化
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
え
び
と
魚
の
養
殖
が
多
い
。
特
に
米
の
三

期
作
は
土
壌
の
消
耗
が
早
く
、
米
価
が
下
落
し
て
い
る

の
で
、
農
民
は
米
は
二
期
作
に
し
て
え
び
や
魚
の
養
殖

に
転
換
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
統
計

に
よ
る
と
養
魚
生
産
に
お
い
て
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
は
全

国
の
五
七
％
、
え
び
養
殖
に
お
い
て
は
七
三
・
六
％
を

占
め
て
い
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
二
年
の
水
産
品
輸
出
額

は
二
〇
億
ド
ル
に
達
し
、
こ
の
う
ち
米
国
へ
三
〇
％
、

日
本
へ
二
五
％
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
か
つ
て

原
油
と
米
は
ベ
ト
ナ
ム
の
二
大
輸
出
品
で
あ
っ
た
が
、

米
の
シ
ェ
ア
は
五
％
以
下
と
な
り
、
今
や
水
産
品
が
輸

出
の
一
三
％
を
占
め
て
い
る
。
米
と
魚
や
え
び
の
地
位

が
逆
転
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
メ
コ
ン
・
デ
ル

タ
で
起
っ
て
い
る
農
業
の
多
角
化
現
象
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
れ
を
実
現
し
た
の
は
、
市
場
へ
の
距
離
を
気
に

し
、
米
価
が
低
迷
す
れ
ば
資
金
を
借
り
て
で
も
え
び
養

殖
に
切
換
え
る
と
い
う
価
格
に
敏
感
な
経
営
マ
イ
ン
ド

の
あ
る
農
民
達
で
あ
る
。

　
カ
ン
ト
ー
の
街
も
賑
わ
っ
て
い
た
。
さ
す
が
農
業
地

帯
の
中
心
地
と
言
う
べ
く
、
カ
ン
ト
ー
大
学
農
学
部
は

活
気
が
あ
っ
た
。
日
本
も
含
め
て
各
国
と
の
協
同
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
あ
る
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
へ

の
帰
途
、
市
中
心
部
の
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
行
く
。

大
型
の
車
は
フ
ェ
リ
ー
を
使
わ
な
い
近
距
離
用
か
貸
切

り
観
光
バ
ス
で
あ
る
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
行
き
は
一
〇
人

乗
り
の
ミ
ニ
バ
ン
で
あ
る
。
し
か
も
一
社
で
は
な
く
、

四
社
か
五
社
が
出
発
時
間
、
所
要
時
間
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
内
の
到
着
地
な
ど
で
競
争
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

皆
、
新
興
の
民
営
株
式
会
社
で
高
速
高
品
質
の
サ
ー
ビ

ス
を
宣
伝
す
る
。
筆
者
が
選
ん
だ
の
は
三
万
五
〇
〇
〇

ド
ン
の
Ａ
社
。
五
万
ド
ン
が
相
場
だ
と
の
こ
と
で
あ

る
。
日
本
で
な
ら
八
人
か
一
〇
人
の
と
こ
ろ
を
一
四
人

詰
め
込
ま
れ
た
。
道
路
が
良
く
な
い
の
と
ス
ピ
ー
ド
を

競
う
の
で
丈
夫
な
ベ
ン
ツ
を
使
っ
て
い
る
。
運
転
手
に

会
社
全
体
で
何
台
の
ミ
ニ
バ
ン
を
使
用
し
て
い
る
か
と

聞
い
た
と
こ
ろ
四
〇
台
と
の
答
え
が
帰
っ
て
き
た
。
か

な
り
の
規
模
の
会
社
で
あ
る
。
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
で
は

生
産
増
、
所
得
増
を
背
景
に
交
通
部
門
で
も
民
間
企
業

が
続
々
と
生
ま
れ
て
い
る
。
農
民
の
な
か
に
も
土
地
を

集
積
し
、
人
を
雇
用
し
て
大
規
模
経
営
に
乗
り
出
す
企

業
家
が
生
ま
れ
て
い
る
。
活
力
に
満
ち
た
南
部
は
ベ
ト

ナ
ム
経
済
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
課

題
は
こ
の
活
力
を
全
土
に
拡
げ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
き
む
ら
て
つ
さ
ぶ
ろ
う
・
国
際
関
係
学
部
教
授
）
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